
八洲学園大学国際高等学校 自己点検評価表 

２４年度活動の自己点検 

各部分掌の自己評価 

評価

項目 
24年度の目標 具体的方策 数値目標／具体的目標 

評価（A／B／C） 

25 年度への主な課題 

リポート内容の

改善 

（22年度～） 

・新学習指導要領との照合、難易度の

再考と問題の改訂を実施する。 

・25年度より実施される新教

育課程のリポートを新規制

作する。 

Ａ 

教職員への新学

習指導要領の周

知徹底 

・教職員研修を通して新学習指導要領

の掲げる教育目標・各教科の学習の

ねらい、道徳教育、特別活動指導に

ついて理解を深化させ、生徒さんへ

の履修指導スキルをいっそう強化

する。 

・現行教育課程と新教育課程をまたぐ

転入生が円滑に科目履修できるよ

う移行措置を整備する。 

・新教育課程に基づいた標準

履修パターンの作成と教職

員への教務研修を実施す

る。 

・履修指導における新課程と

の現行課程の読み替ルール

を策定する。 

Ａ 

平成 25年度は、現行教育課

程と新教育課程をまたぐ転

入生が円滑に科目履修でき

るよう移行措置を整備す

る。 

教務部 

ひきこもり支援

に関する教職員

研修の強化 

（23年度～） 

・ひきこもり相談士認定協議会沖縄支

部としての支援活動に有用な知識と

スキルを、教職員勉強会を実施して

向上させる。 

・ひきこもり支援をテーマと

した教職員勉強会を毎月開

催する。 

Ａ 

進学希望者の把

握数を高め、生

徒への進路指導

強化 

 

・指定校推薦等の進路情報を学校誌

「ゆんたく」、学校 Web サイト等で

継続的に案内する。 

・開拓の完了した沖縄県内高等教育機

関の指定校推薦を維持し、県外の指

定校推薦校の指定拡大を進める。 

・各クラス担任に働きかけて、卒業予

定生徒の進路希望の早期把握に努

め、進路選択の進まない生徒への個

別の指導を進める。 

・進学者数を 23年度比 10％

増とする。 
Ａ 

進路

指導

部 

 

キャリア教育を

推進し、就職希

望者の把握就職

率向上 

・生徒への就職斡旋については、ハロ

ーワーク経由の案内等を積極展開

する。 

・職業体験講座を集中スクーリングで

実施し、沖縄県外の生徒さんも体験

できるように進める。 

・把握就職者数23年度比10％

増とする。 
Ａ 



 

評価

項目 
24 年度の目標 具体的方策 数値目標／具体的目標 

評価（A／B／C） 

25 年度への主な課題 

不備リポー

ト・不備視聴報

告書提出の改

善 

・教務部と連携し取り組み案をあげる。

前年度全体の約 50％を占める不備

（返信用封筒住所氏名未記入）を、提

出書類のフォーマットを工夫するこ

とで減少させる。 

・23年度比 20％減少を目指

す。 

Ａ 

前年度比 28％減を達成。 

情報システム

委託業者との

協同により情

報システムの

高度化 

・24年度より学園の情報システムが一

新し委託保守業者が交代することか

ら、業者との連絡を密に取りつつ、全

教職員の情報スキルを向上させる。 

・職員室の情報機器のセキュリティを

一層向上させ、学園情報システムを活

用した高度な教育情報化を進める。 

・全教職員が対応できるよう

必要な情報研修を行なう。 

・職員室の旧型機器全機を更

新し、新情報システムに運

用を一元化する。 

Ａ 

職員室の情報機器の更新が

計画通り完遂し、教育の高度

化・情報化が深化した。 

総合

推進

部 

携帯電話を活

用したリポー

ト補助教材の

開発 

 

・リポート提出率、合格率の向上を図

る。 

・FAQ 問合わせ対応の効率化を図る。 

・すべてのリポート教材にQRコードを

掲示し、携帯電話からアクセスでき

る WEB 上の補助教材を整備する。 

・25年度完全実施の新教育課

程準拠の新規教材開発を行

なう。 

・24年度教科書に対応したネ

ット教材の調整を行なう。 

Ａ 

26 年度は新教育課程の新開

講科目が 25年度以上に増加

するので、補助教材の準備を

前倒して進める。 

気象災害対策

の強化 

・気象災害への事前準備を怠らないよ

うにする。 

・事務部と連携し気象災害対策マニュ

アルを整備する。 

・台風被害が想定される場合は、全職

員協力体制のもと、必要な対策を行

う。 

・台風等の気象事態での機

器・設備損失 0件を目指す。 

Ｂ 

4回の台風襲来、うち 2回の

直撃の風雨により、事前対策

により被害を小さく止める

ことができた。 

インフルエン

ザ対策、食中毒

予防等生徒健

康管理 

・予防教育として手洗い、うがい、消

毒の徹底を指導する。 

・「ゆんたく」紙上で感染症への予防

衛生指導を実施し、生徒さんの普段

の生活の中での意識向上をはかる。 

・インフルエンザ流行期には、朝のホ

ームルーム活動の中で体調チェック

シート点検を実施し、体調把握に努

める。 

・短期集中スクーリング中の

インフルエンザ感染 0人を

めざす。 

・開校以来保っている食中毒

発生なしを維持する。 

Ａ 

インフルエンザ感染者、食中

毒発生は 0件。 

環境

保健

部 

校内美化の推

進 

・教職員・生徒による一斉校内清掃を

特別活動として実施し、学校を大切

にし、環境美化に務める態度を涵養

する。 

・全スクーリング回特別活動

で一斉校内清掃実施する。 

Ｂ 

地域民生委員による見学研

修など、地域貢献活動による

校舎利用機会が増している

ので、環境美化の一層の深化

が必要である。 



 

評価

項目 
24 年度の目標 具体的方策 数値目標／具体的目標 

評価（A／B／C） 

25 年度への主な課題 

Web プロモーシ

ョンの展開によ

る生徒募集の拡

大 

・ソーシャル系メディアを活用した広

報展開（ツイッターとフェイスブッ

クメディア及びブログの連携による

HP誘導）を行い、多様な教育ニーズ

を吸い上げてゆく。 

・沖縄県内からの出願数を過

去最高であった23年度並と

する。 

・沖縄県外の一般生出願数を

23年度実績より10％増とす

る。 

Ａ 

沖縄県内は 28%増、 

沖縄県以外は 45%増と目標

を大きく上回った。 

技能連携校・サ

ポート校の開拓 

（22年度～） 

・技能連携校・小規模塾や高等専修学

校等のサポート校募集活動を推進す

る。 

・沖縄県内県外あわせて 2校

以上開拓する。 
Ａ 

渉外 

・ 

広報

部 

高等学校卒業程

度認定試験受験

希望者への対応

強化 

・WEB や紙媒体での聴講生（高等学校

卒業程度認定試験受験希望者）向け

の案内を強化する。 

・23年度比 20％増の聴講生出

願とする。 

Ａ 

25 年度から新学習指導要領

での高認希望者も見込まれ

るので、入学相談の際の履修

案内を強化する必要がある。 

高等学校等就学

支援金制度への

対応 

・校内研修、二重三重の事務チェック

体制を継続し、適切な運用と案内を

する。 

・就学支援金にかかる不測処

理 0件とする。 

Ａ 

平成 25年度より就学支援金

と授業料との事前相殺によ

る授業料軽減制度が始まる

ので、すべての作業のいっそ

うの効率化とチェックの精

緻化を進める必要がある。 

事務

部 

気象災害対策の

強化 

・事務部が管理管轄する校内の設備・

機器について、強風・大雨等の気象

への脆弱性について総点検し、襲来

に備えた必要な事前対応法を策定す

る。 

・台風等の気象事態での機

器・設備損失 0件を目指す。 

Ｂ 

4回の台風襲来、うち 2回の

直撃の風雨により、電気設

備・校舎に被害が発生したも

のの、事前対策により被害を

最小に止めることができた。 



校内委員会の自己評価 

 

 

評価

項目 

24 年度の目

標 
具体的方策 数値目標／具体的目標 

評価（A／B／C） 

25 年度への主な課題 

eラー

ニン

グ改

善委

員会 

eラーニング

コンテンツの

見直し 

（23年度～） 

・新学習指導要領全面実施の機会に、e

ラーニングのコンテンツを刷新し、

生徒の学習手段選択の幅を広げる。 

・新学習指導要領準拠 eラー

ニングコンテンツより、新

規メディアで配信を試行す

る。 

・利用者 10％増を目指す。 

Ｂ 

平成26年度は新旧学習指導

要領科目の混成が進むの

で、生徒さんへの案内にい

っそうの工夫が求められ

る。 

学校

資料

改善

委員

会 

学校要覧の作

成・配布 

（22年度～） 

・学校要覧を作成・配布することによ

って本学への信頼度を上げる。 

・24年度学校要覧を、紙と Web

版で作成公開する。 

Ａ 

予定通りの日程で作成・配

布。 

高大

連携

推進

委員

会 

高大連携の具

体化 

（22年度～） 

・大学の活動や募集を積極的に高校生

に紹介し、キャリアプラン涵養を図

る。 

・大学の公開講座講師として高校教員

が大学教育に協力し、交流を図る。

また、大学の公開講座コンテンツを

高校での学習活動に活用する。 

・大学の教員免許更新講習を活用した

教育最新知見の研修を行なう。 

・活動を学校誌「ゆんたく」、

学校Webサイトで公開する。 

・高校教員が講師をする大学

公開講座を開講する。 

・教員免許更新対象教員全員

を八洲学園大学の実施する

教員免許更新講習に参加さ

せる。 

Ｂ 

高校から大学への経験知の

フィードバックが不十分で

あった。 

地域貢献・地

域交流の継続 

（22年度～） 

・昨年度に引き続き、本部町の後援を

得て「本部町×八洲学園少年サッカ

ー大会」を企画し、地域交流を通し

て学校の知名度と好感度を浸透させ

る。 

・23年度と同等以上の参加実

績を積み上げる。 
Ａ 

沖縄県内のひ

きこもり支援

活動 

・ひきこもり相談士認定協議会沖縄支

部として、ひきこもり児の支援相談

活動を行なう。 

・ひきこもり支援に関する講演会を催

し、沖縄県内の支援活動の向上を図

る。 

・月 1回、「ひきこもり支援」

に関する講演会を実施す

る。 

Ａ 

地域

活動・ 

貢献

委員

会 

地域の行事や

活動への積極

参加 

・本校教職員の地域行事への積極的な

参加を図る。 

・23年度と同等以上の参加実

績を積み上げる。 
Ａ 

自己

点検

評価

委員

会 

自己点検評価

の作成 

・23年度の業務全般を自己点検し、24

年度活動目標を立てる。 

・24年度版自己点検評価を外

部へ公表する。 
Ａ 



八洲学園大学国際高等学校 自己点検評価表 

２５年度の活動目標 

各部分掌の自己評価 

 

評価項目 25 年度の目標 具体的方策 数値目標／具体的目標 

リポート内容の改善 

（22年度～） 

・新学習指導要領との照合、難易度の再

考と問題の改訂を実施する。 

・26年度より実施される新教育課程の

リポートを新規制作する。 

教務部 

教職員への新学習指導要

領の周知徹底 

・教職員研修を通して新学習指導要領の

掲げる教育目標・各教科の学習のねら

い、道徳教育、特別活動指導について

理解を深化させ、生徒への履修指導ス

キルをいっそう強化する。 

・現行教育課程と新教育課程をまたぐ転

入生が円滑に科目履修できるよう移

行措置を整備する。 

・新教育課程に基づいた標準履修パター

ンを作成する。 

・履修指導における新課程との現行課程

の読み替ルールを策定する。 

問題行動を未然に防ぐ 

・各担任・副担任を中心に全教職員で生

徒としっかり向き合い、卒業へ導く。 

・スクーリング中の校内巡回徹底。 

・問題行動を各スクーリング 0件とす

る。 

生徒指導部 

事故を未然に防ぐ 

・課外活動や実技授業を中心に、全教職

員で安全について徹底して確認・行動

する。 

・各スクーリング 0件とする。 

進学希望者の把握数を高

め、生徒への進路指導強化 

 

・指定校推薦等の進路情報を学校誌「ゆ

んたく」、学校 Webサイト等で継続的

に案内する。 

・各クラス担任に働きかけて、卒業予定

生徒の進路希望の早期把握に努め、進

路選択の進まない生徒への個別の指

導を進める。 

・進学者数を 24年度比 10％増とする。 

進路指導部 

キャリア教育を推進し、就

職希望者の把握就職率向

上 

・生徒への就職斡旋については、ハロー

ワーク経由の案内等を積極展開する。 

・職業体験講座を通学スクーリングで実

施する。 

・把握就職者数24年度比10％増とする。 



 

評価項目 25 年度の目標 具体的方策 数値目標／具体的目標 

eラーニングコンテンツ

の刷新 

・今年度から以降の新学習要領に対応し

た eラーニングコンテンツの開発・作

成とスマートフォンなどの新メディ

ア利用を進め、学籍管理料の増収を目

指す。 

・新学習要領に基づく平成 26年度新科

目の eラーニングコンテンツを 25年

度内に開発完了する。。 

リポート内容の改善 

・25年度から以降の新学習要領準拠の教

科書に即して全面改定または新規開発

する。特に理数系教科書の難易度増を

リポート側で平易化の工夫をして、生

徒のいっそうの学習理解をはかる。 

・リポート不合格者数について、24年

度比 20％減を目指す。 総合推進部 

携帯電話を利用したリポ

ート補助教材の開発 

・リポート提出率、合格率の向上、FAQ

問い合わせ対応の効率化を目的とし、

すべてのリポート教材に QRコードを

掲示し、情報端末からアクセルできる

WEB 上の補助教材を整備する。 

・25年度中に、来年度開講科目も含め

た全科目のリポートへの QRコード掲

載と携帯電話からの補助教材利用を

実施するとともに、既存コンテンツを

含めスマートフォン対応化を実施す

る。 

気象災害対策の強化 

・教室や教育設備への気象災害リスクを

点検し来襲前の事前対策を徹底する。 

・事務部と連携し気象災害対策マニュア

ルを整備する。 

・気象事態による被害が想定される場合

は、全職員協力体制のもと、必要な対

策を行う。 

・気象事態での機器、設備損失 0件とす

る。 

インフルエンザ対策、食中

毒予防等生徒健康管理 

・予防教育として生徒の手洗い、うがい、

消毒の徹底を指導する。 

・学校情報誌「ゆんたく」紙上で感染症

への予防衛生指導を実施し、生徒の普

段の生活の中での意識向上をはかる。 

・インフルエンザ流行期には、朝のホー

ムルーム活動の中で体調チェックシー

ト点検を実施し、生徒の体調把握に努

める。 

・集中スクーリング中のインフルエンザ

感染者 0人とする。 

・開校以来保っている食中毒発生なしを

維持する。 

環境保健部 

校内美化の推進 

・教職員・生徒による一斉校内清掃を特

別活動として実施し、学校を大切に

し、環境美化に務める態度を涵養す

る。 

・教職員一同で定期的に清掃を実施して

校内美化を維持する。 

・すべての集中スクーリング回で一斉校

内清掃の特別活動を実施する。 

・すべての集中スクーリング回終了後に

教職員による校内清掃を実施する。 

・期末には、教職員による一斉校内清掃

を実施する。 



 

 

 

 

 

評価項目 25 年度の目標 具体的方策 数値目標／具体的目標 

沖縄県内、県外とも昨年度

を上回る出願数の確保 

・沖縄県内ではリアルのメディア広告展

開を充実させる。 

・スマートホンや新ソーシャルメディア

での広報展開を充実させる。 

・沖縄県内からの出願数を 10%増、 

沖縄県外からの出願数を5%増とする。 

渉外・ 

広報部 

技能連携校・サポート校の

開拓 

・技能連携校・小規模塾や高等専修学校

などのサポート校募集・開拓活動を引

き続き展開する。 

・ソーシャル系メディア及びＨＰで積極

的に案内して年間 2校以上開拓する。 

高等学校等就学支援金制

度への対応 

・平成 25年度より新規に始まる就学支

援金と授業料との事前相殺による授

業料軽減制度を、円滑に遂行する。 

・国の就学支援金加算支給にかかる制度

変更を円滑に事務チェック体制の 

・就学支援金にかかる不測処理 0件とす

る。 

事務部 

気象災害対策の強化 

・環境保健部と連携して、設備・機器に

ついて、強風・大雨等の気象への脆弱

性について総点検し、襲来に備えた必

要な事前対応法を策定する。 

・台風等の気象事態での機器・設備損失 

0件とする。 



校内委員会の自己評価 

 

評価項目 25 年度の目標 具体的方策 数値目標／具体的目標 

eラーニング

改善委員会 

eラーニングコンテン

ツ・媒体の見直し 

（23年度～） 

・新学習指導要領全面実施の機会に、e

ラーニングのコンテンツを刷新し、生

徒の学習手段選択の幅を広げる。 

・生徒にスマートホンやタブレット利用

者が増えたことから、PCのみではない

番組配信方法の検証を進める。 

・新学習指導要領準拠のコンテンツを新

規開発する。 

・新学習指導要領準拠 eラーニングコン

テンツより、新規メディアで配信を試

行する。 

学校資料改

善委員会 
学校要覧の作成・配布 

・25年度学校要覧を作成・配布すること

によって本学への信頼度を上げるとい

う目標を達成する。 

・25年度学校要覧を紙と Web版で作成

公開する。 

高大連携推

進委員会 

高大連携の具体化 

（22年度～） 

・大学の活動や募集を積極的に高校生に

紹介し、キャリアプラン涵養を図る。 

・高校での教育活動成果を、大学で活用

する。 

・学校訪問や学校会で大学紹介を併せて

ことで、高大接続を推進する。 

・高校教員の勉強会に大学などから外部

講師を派遣してもらい、高校教員の最

新の教育情報にかかる研修を図る。 

・学校情報誌「ゆんたく」に大学教育活

動を掲載する。 

・大学で、高での教育活動成果である「不

登校対応」講座を開設する。 

・パンフレット換算で 180部以上を説明

会、沖縄県内中・高校で配布する。 

・年度内に 3回以上、高校主催の勉強会

に大学講師等を招聘する。 

地域貢献・地域交流の継続 

（22年度～） 

・今年度で 4年目となるが、本部町の後

援を得て「本部町×八洲学園少年サッ

カー大会」を企画し、地域交流を通し

て学校の知名度と好感度を浸透させ

る。 

・24年度と同等以上の参加実績を積み

上げる。 

沖縄県内のひきこもり支

援活動 

・ひきこもり相談士認定協議会沖縄支部

として、ひきこもり児の支援相談活動

を行なう。 

・ひきこもり支援に関する講演会を催

し、沖縄県内の支援活動の向上を図る。 

・月 1回、「ひきこもり支援」に関する

講演会を実施する。 

地域活動・貢

献委員会 

地域の行事や活動への積

極参加 

・本校教職員の地域行事への積極的な参

加を図る。 

・24年度と同等以上の参加実績を積み

上げる。 

自己点検評

価委員会 

24 度の業務全般を自己点

検し、25度活動目標を立

てる。 

・25度版自己点検評価を外部へ公表す

る。 

・平成 25年度より実施の新学習指導要

領に対応した方針・内外に示す。 


